
 37_会計室_1
事業シート（令和8年度予算）

事業名 20700 会計事務費 予
算

会計 1 一般会計

総合計画

重点戦略
方向性 　 　

根拠計画
款 2 総務費 ポイント 　 　

項 1 総務管理費
分野別

政策分野 　 　
市長公約

担当課 会計室 内線 2127 目 7 会計管理費 施策分野  　

1.事業の目的・概要（Plan） 総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

目的 ・適正な会計事務の推進 概要
・適正な会計事務及び安全かつ効率的な資金運用の実施

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

歳出事業費
（職員人件費を除く）

R6 R7 R8予算 実施計画額 -
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 (d)-(c)

33,194 17,610 41,733 38,685 38,711 38,711 △ 3,022

特定財源

国費　（ ）

県費　（ ）

その他（ ）

一般財源 33,194 17,610 41,733 38,685 38,711 38,711 △ 3,022

新規・拡充 主な事業内容 査定額 説明

口座振替依頼書等の印刷 1,010 730 800 840

会計事務 414 424 413 411

公共料金の支払い一括処理 520 374 520 520

Logoフォームオンライン決済手数料 50 7 50 50

金融機関公金取扱等手数料 31,200 16,075 39,290 35,570

指定金融機関事務取扱手数料 660 1,320

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

担当課
予算要求
ポイント

・適正な会計事務を推進するために必要な経費を計上
・金融機関の公金取扱い及び指定金融機関事務取扱いに必要な経費を計上事業実績

・公金取扱いに係る手数料を負担
・出納事務研修会の実施　（随時オンライン視聴ができる環境を整備、個別研修の実施）
・基金の一括運用の継続

事業実績

評価等 ・適正かつ効率的な会計事務を推進することができた。 評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・適正かつ効率的な会計事務を推進する。

☑ 維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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 37_会計室_2
事業シート（令和8年度予算）

事業名 20860 積立金 予
算

会計 1 一般会計

総合計画

重点戦略
方向性 　 　

根拠計画
款 2 総務費 ポイント 　 　

項 1 総務管理費
分野別

政策分野 　 　
市長公約

担当課 会計室 内線 2127 目 8 財産管理費 施策分野  　

1.事業の目的・概要（Plan） 総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

目的 ・有利で安全な資金管理、効率的な資金運用の実施 概要 ・基金の予算積立、利息（運用益）積立、寄附金積立

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

歳出事業費
（職員人件費を除く）

R6 R7 R8予算 実施計画額 -
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 (d)-(c)

3,434,422 3,346,261 2,497,618 2,621,942 2,535,326 2,534,423 36,805

特定財源

国費　（ ）

県費　（ ）

その他（ 基金利子、寄附金等 ） 2,259,541 1,900,951 1,866,664 2,004,046 1,900,587 1,900,041 33,377

一般財源 1,174,881 1,445,310 630,954 617,896 634,739 634,382 3,428

新規・拡充 主な事業内容 査定額 説明

積立金 3,434,422 3,346,261 2,497,618 2,534,423

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

担当課
予算要求
ポイント事業実績 ・定期預金と債券による資金運用を行った。 事業実績

評価等 ・効果的な資金運用ができた。 評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き効果的な資金運用を行う。

☑ 維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

市長査定
の考え方

・積算内容を精査□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定

 37_会計室_2 20860



 37_会計室_3
事業シート（令和8年度予算）

事業名 97210 一時借入金利子 予
算

会計 1 一般会計

総合計画

重点戦略
方向性 　 　

根拠計画
款 11 公債費 ポイント 　 　

項 1 公債費
分野別

政策分野 　 　
市長公約

担当課 会計室 内線 2127 目 2 利子 施策分野  　

1.事業の目的・概要（Plan） 総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

目的 ・歳出予算内の支出をする際の資金不足時における一時借入 概要 ・歳計現金の一時借入金利子

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

歳出事業費
（職員人件費を除く）

R6 R7 R8予算 実施計画額 -
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d) 増減 (d)-(c)

2,000 595 2,000 5,500 5,000 5,000 3,000

特定財源

国費　（ ）

県費　（ ）

その他（ ）

一般財源 2,000 595 2,000 5,500 5,000 5,000 3,000

新規・拡充 主な事業内容 査定額 説明

一時借入金利子 2,000 595 2,000 5,000

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

担当課
予算要求
ポイント事業実績 ・一時的に歳計現金の不足が生じたため借入を行った。（指定金融機関当座貸越） 事業実績

評価等 評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

☑ 維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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